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●博士学位請求論文要旨

地域住民との連携・協働により社会資源を開発した
ソーシャルワーカーのプロフェッショナルコンピテンスに関する研究

1　研究の背景

個人・世帯の課題や地域に存在する社会資源が
多様化している現代においては、ソーシャルワー
カー等専門職が、それぞれの地域のニーズや資源
を見極めながら不足する社会資源を開発していく
必要性が高まっている。社会資源の開発は、地域
包括ケアシステム・地域共生社会などの政策を実
現するうえでも必須の実践である。一方で、各種
調査をみると、社会資源の開発に関するソーシャ
ルワーカーの自己実践評価は低い傾向にある。先
行研究によれば、社会資源の開発が困難な理由に
は、職員体制、地域の特性、専門職の経験年数や
実践能力、資質向上プログラムの不十分さなどの
諸要因が複合的に影響しているが、本研究では、
このうち、ソーシャルワーカーの専門職としての
能力に焦点をおいて研究を進めていく。

2　研究概要

本研究の目的は、ソーシャルワーカーが地域住
民と連携・協働しながら社会資源を開発する際に
どのような能力を発揮しているのか、また、どの
ような契機がソーシャルワーカーとしての能力の
向上に影響を与えるのかを明らかにすることであ
る。研究の目的を果たすため、次の研究方法を用
いた。
（1）�　文献研究（第1・2・3章）　能力研究の歴史や
他領域の能力定義、ソーシャルワーカーの専門
職としての能力の枠組み、連携・協働による社
会資源の開発の歴史、社会資源の開発に関する
先行研究、養成教育・現場実践者向け研修プロ
グラムで教示されている社会資源の開発に関す

る能力を明らかにするため、文献研究を行った。
（2）�　文字テキストデータを対象とした質的分析
（第4章・第5章）　ソーシャルワーカー・地域住
民に対する半構造化面接によるインタビュー調
査の逐語録、一部対象者が作成した文書をデー
タとして、質的データ分析を行った。

（3）�　質問紙調査の実施と量的分析（第4章・第5章）
　全国の社会福祉協議会及び地域包括支援セン
ターを対象として質問紙調査を実施し、項目分
析を行ったうえで、因子分析・共分散構造分析
を行った。また、インタビュー調査の結果をも
とに、ソーシャルワーカーとして成長した契機
に関する質問を行い、能力項目との関連性を分
析した。�	
　分析にあたっては、トライアンギュレーショ
ン、主観的情報と客観的情報の収集、メンバー
チェックにより、結果の精度を高めるよう工夫
した。

3　章立て

本論文は、序章、第1章から第5章、終章により
構成され、各章の概要は以下のとおりである。
序章では、研究の背景、研究の目的と意義、本
論文の構成・研究の方法、用語の定義を行った。
用語の定義について、「地域住民」とは「当該地域
に生活基盤を有する、あらゆる立場にある人であ
り、住民登録のない人、外国籍居住者、災害避難
者、短期間居住者、家屋をもたずに路上や店舗な
どで寝泊りを続ける人を含む。」と定義し、調査の
実施にあたっては説明を簡略化し「その地域に生
活基盤を有するすべての人」とすることとした。
「ソーシャルワーカー」とは、質的・量的調査の対
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象者を除き、「ソーシャルワーク専門職のグローバ
ル定義」と、国内外で蓄積されてきた理論・方法
に基づいたソーシャルワークを実践する者であり、
所属先・一定の資格や養成教育の修了経験の有無、
主たる業務の内容は問わないものとした。また、「社
会資源」とは、「ソーシャルワーク実践において、
利用者のニーズを充足するために活用されるあら
ゆる資源の総称」であり、本研究においては、ソー
シャルワーカーが地域住民との連携・協働により
開発した社会資源を扱うため、ソーシャルワーカー
が地域において開発することが想定できる「サー
ビス」、「事業」、「活動」、「組織」を対象とした。「連携・
協働」については、「共通の目的・目標の達成のた
めに、複数の個人や集団が相互に協力関係を結び、
連絡・調整を行いながら活動すること」と定義した。
社会資源の「開発」とは、「個人のニーズに対応す
る資源が地域に不足している場合に、ニーズに対
応できる新しい資源を作り出すことを指す。ここ
には、相応する資源が全く存在していない場合に
新たに作り出すことに加えて、既存の社会資源・
地域資源をニーズに対応するように改変すること
も含む」ものとした。
第1章では、専門職の能力に関する概念規定とコ
ンピテンシー・ベースの教育について明らかにし
た。第1節では、コンピテンス研究の歴史と現状を、
心理学・言語学・経営学・教育学・医学・保健・
看護学の領域から明らかにした。各領域の定義に
共通するのは、人が能動的に獲得する能力である
ということ、また、各職業や社会の要求に応える
ために必要な能力であって、それらの獲得によっ
て、職業上求められる目的を果たすとともに、個
人や社会のウェルビーイングの実現が目指されて
いるということであった。第2節では、海外におけ
る、ソーシャルワーク領域のコンピテンスや、プ
ロフェッショナルコンピテンスに包含される要素
を確認し、海外ソーシャルワーク領域では、ひと
つに定まった定義がないものの、多くの場合、知識、
技能、価値、あるいは態度が包含されていること
が分かった。第3節・第4節では、海外におけるプ
ロフェッショナルコンピテンスの定義や国内ソー
シャルワーク領域のコンピテンスの定義、構成要
素を明らかにしたうえで、ソーシャルワーカーの

プロフェッショナルコンピテンスとは、「ソーシャ
ルワーカーの職務上の目的や責務を遂行するため、
ソーシャルワーク実践の基盤要素である知識・技
能・価値を、効果的・統合的に活用して実践に適
用する個人の能力の総体である」と規定した。また、
構成要素として、知識・技能・価値、ソーシャルワー
ク実践行動や個人の内面特性（認知的・情動的プ
ロセスを含む）があることを確認した。プロフェッ
ショナルコンピテンスとは専門職の能力の全体・
総称的概念であり、これを構成する個別具体的な
要素としてコンピテンシーがある。これらを本研
究における能力の概念定義・構成要素として研究
を進めることとした。
第2章では、地域住民との連携・協働による社
会資源の開発に関する歴史と理論を明らかにした。
第1節では、自治体や社会福祉協議会、その他の相
談支援機関に属するソーシャルワーカー等が、地
域住民と連携・協働しながら開発してきた社会資
源の実践例、社会資源の開発に対する政策や理論
上の要請の変遷について、1945年以降の実態を15
年単位で振り返った。時代による変化の特徴とし
ては、第一に、社会情勢やニーズの変化に応じて、
連携・協働による社会資源開発の意義や必要性が
変遷していること、第二に、開発される社会資源
の種類についても変遷がみられ社会資源開発の難
易度が増していること、第三に、社会資源の開発
の担い手となる組織が2000年代以降多様化してい
ることなどを明らかにした。第2節では、地域を対
象としたソーシャルワークの理論であるコミュニ
ティ・オーガニゼーション、コミュニティワーク、
コミュニティソーシャルワーク、ジェネラリスト・
ソーシャルワークと、これを基礎理論とする「地
域を基盤とするソーシャルワーク」と社会資源の
開発の関連性を明らかにした。社会資源の開発の
契機、開発の対象となる主たる社会資源、地域住
民との連携・協働のあり方にそれぞれの理論にお
ける特徴があることを明らかにした。
第3章では、ソーシャルワーカーの社会資源開発
能力に関する先行研究を確認した。第1節におい
て先行研究や実践書をレビューし、社会資源の開
発に取り組むうえで着目するべき主要な要素が明
らかにされているものの、地域住民との連携・協
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働による社会資源の開発に必要な能力が、実践過
程に沿って網羅的に明らかになっているとは言え
ないこと、量的調査の実施や演繹的な検証は確認
できないことが分かった。ソーシャルアクション、
コミュニティワーク、コミュニティソーシャルワー
ク、マクロ実践との関連でいえば、その実践の一
領域である社会資源の開発に焦点化し、より詳細
に、コンピテンスの枠組みを用いて活用されてい
る能力を明らかにするのが本研究の立場であるこ
とを示した。また、第2節では、社会資源の開発に
ついて、ソーシャルワーカー養成カリキュラムや
現場実践者向けの研修でどのように教授されてい
るかを明らかにした。
これらの結果を踏まえ、第4章では、地域住民と
の連携・協働により社会資源を開発したソーシャ
ルワーカーのプロフェッショナルコンピテンスの
探究を行った。第1節では、地域住民と連携・協
働して社会資源を開発した経験を有するソーシャ
ルワーカー 9人を調査対象者として行ったインタ
ビュー調査の逐語録・一部の調査対象者が作成し
た文書を文字テキストデータとし、質的データ分
析法により分析を行った。結果、実践過程にそって、
20 のコンピテンシーコード、8のカテゴリーが生
成された。準備段階から発揮されているコンピテ
ンシーカテゴリーとして、地域住民と人として向
き合い、寄りそい、地域に多様なつなぎ目を増やす、
1【つながる力】が確認された。この力は日々の実
践において発揮され、以後の展開の礎となってい
る。また、このコンピテンシーは、準備段階のみ
ならず、初期・中間段階においても活用されてい
る。実践の初期段階では、広い視野で課題を把握し、
限界を覚知しながらも解決に向けて目をそらさな
い、2【見据える力】が発揮され、このアセスメン
ト力と解決志向力が、地域住民との連携・協働に
よる社会資源の開発にふみだす起点となる。以後、
開発の実現に向けて地域への思い、柔軟性、「まず
はやってみよう」の精神、課題を解決する社会資
源がひらめく、地域からの相談や提案を受け止め
て実現を志すなどの3【志向する力】が、プランニ
ングに際しては、4【構想する力】が活用されてい
る。一方、初期段階における関係構築、中間段階
における関係発展の過程では、日々の実践におけ

る1【つながる力】を礎としながら、共感と協力を
獲得し、情報提供・対話・協働活動により地域の
主体性を顕在化させていくという5【促す力】、共に
取り組む仲間を増やし、機動力あるベースキャン
プをつくる、6【築く力】が発揮され、社会資源の
開発に共に取り組む地域住民や多職種との関係構
築、連携・協働が深まっている。プランニングし
た内容を実施する中間段階では、戦略を実行・修
正しながら実践を7【継続する力】が発揮され、地
域住民との連携・協働による社会資源の開発が実
現する。プロセスと結果の評価を行う最終段階で
は、8【省みる力】が確認された。さらに、8つの力
の継続的比較の結果、全てのカテゴリーの触媒と
しての影響を与えるコンピテンシーが、「『専門職
としての自己』の着脱」に集約された。この力は、
他のコンピテンシーの触媒として機能しており、
場面に応じて柔軟に専門職としての自己を顕在化
させたり、サスペンドさせたりしながら各コンピ
テンシーが発揮されているものと分析した。第2節
では、ソーシャルワーカーと、社会資源の開発に
おいて連携・協働した経験を有する地域住民5人に
インタビュー調査を行い、質的データ分析法によ
り分析を行った。結果、ソーシャルワーカーのコ
ンピテンシーに関するコンピテンシーコードが11、
カテゴリーが7生成された。地域住民は、意味と価
値を捉えながらボランティアなどの【活動を続け】
ている。このような地域住民は、専門職のかかわ
りの有無にかかわらず【自ら生み出す】力量を有
しており、ソーシャルワーカーは、その活動を下
支えする形で連携・協働している。ソーシャルワー
カーは、そのような力を有する地域住民からA【信
頼される力】を有している。これらの関係性を礎
として、地域住民は、住民であるからこそ見える
地域のありようや必要な社会資源を【伝え】、一
方ソーシャルワーカーはB【受け止める力】を発揮
していた。また、ソーシャルワーカーは、地域住
民に連携・協働を働きかけるにあたって、地域住
民に熱意をもって協力を依頼し、その活躍をC【下
支えする力】を有している。なお、これらの実践
に取り組むうえで、ソーシャルワーカーの根底に
は、地域・地域住民と公の境目にいて両方を理解
するというD【境界に立つ力】がある。社会資源の
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開発を実現していくにあたり、ソーシャルワーカー
にも地域住民にも共通するコンピテンシーとして
E【挑む力】がみられる。これらの関係性や実践行
動を礎として、地域住民とソーシャルワーカーは、
水平につながり、参加し続けたいと思える場をと
もにつくる、F【築く力】、地域からの反対や戸惑
いを受け止め対策を講じる、G【講じる力】を発揮
していた。第3節では、第1節と第2節の分析結果を
照合し、共通する実践段階として、基礎となる関
係性の構築、アセスメント、開発への志向、構想
と戦略、協働と主体性の促進、場とベースキャン
プづくり、戦略の実行、評価が見いだされた。また、
各カテゴリーの関係性について考察を行い、第2節
のカテゴリーは、第1節のカテゴリーの確かさを概
ね裏付けているほか、影響しあう関係にあると分
析した。第4節では、全国市区町村の社会福祉協
議会又は地域包括支援センター 1,000か所に在籍す
るソーシャルワーカーにアンケート調査を実施し、
有効回答者400人について量的分析を行った。社会
資源の開発者の能力について因子分析を実施した
結果、地域支援実践行動コンピテンシーとして「遂
行・合意形成型コミュニケーション」、「つながり
と主体性の促進」、「俯瞰的見立て・調整」が、内
面特性コンピテンシーとして「使命感・変革志向」

が抽出された。また、共分散構造分析の結果、図
1のとおり、「使命感・変革志向」が「地域支援実
践行動」に影響しており、地域支援実践経験の期
間の長短よりも、固有の内面特性や実践行動の発
揮が、社会資源の開発経験に影響するというモデ
ルが構築された。また、コンピテンシーの得点の
平均値を比較したところ、専門資格の保有の有無、
年代による差はほぼなく、所属組織の違いの影響
が大きいという結果となった。

第5章では、地域住民との連携・協働による社
会資源の開発に必要な、ソーシャルワーカーの能
力の向上の契機を検討した。第1節では、実践段階
別の教育・研修等能力と本研究結果の対比を行い、
各段階において、養成教育や研修では指摘されて
いない、あるいは指摘が少ないコンピテンシーが
明らかになった。第2節では、第4章第1節において
調査対象としたソーシャルワーカーに対してイン
タビュー調査を行ったうえで、ソーシャルワーカー
としての能力向上の契機に関する項目を設定し、
第4章第4節と同一の量的調査において質問を行っ
た。因子分析により「能動的な学びと実践」・「就
労者としての努力」・「多様な経験の実践への反映」
が抽出され、能力向上の契機の変化は「就労者と

図1　�地域住民と連携・協働して社会資源を開発したソーシャルワーカーのプロフェッショナルコンピテンスモデル　
〔共分散構造分析の結果と範囲の設定〕（N＝400　標準化解）
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図図１１  地地域域住住民民とと連連携携・・協協働働ししてて社社会会資資源源をを開開発発ししたたソソーーシシャャルルワワーーカカーーののププロロフフェェッッシショョナナ

ルルココンンピピテテンンススモモデデルル〔〔共共分分散散構構造造分分析析のの結結果果とと範範囲囲のの設設定定〕〕（（NN＝＝440000  標標準準化化解解））  
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図図２２  地地域域住住民民ととのの連連携携・・協協働働にによよりり社社会会資資源源をを開開発発ししたたソソーーシシャャルルワワーーカカーーのの  

ププロロフフェェッッシショョナナルルココンンピピテテンンスス統統合合図図                        筆者作成  
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しての努力」に最もよく表れるという結果になっ
た。共分散構造分析の結果、能力向上の契機が最
も強い影響を与えていたのは、「使命感・変革志向」
であった。これらの結果を踏まえ、考察において、
これまでの研究結果を反映させた、現場にいるソー
シャルワーカーへの育成の提案、日々の実践にお
いて省察を促す支援について検討し、提案を行っ
た。
終章では、結果を振り返るととともに、以下の8
点について考察を行った。
（1）　地域住民と連携・協働しながら社会資源を開
発するまでの段階とコンピテンシーについて、本
研究の結果と先行研究を対比しながら、本研究の
特徴を確認した。
（2）　質的分析の結果、限界を覚知しながらも解決
に向けて目をそらさない、【見据える力】が見いだ
されたが、この力はアセスメントから社会資源の
開発に向かう原動力となること、今後、より多く
のソーシャルワーカーが社会資源の開発に取り組
んでいくには、既存の制度・自身・組織のみの活
用では「限界」があるという事実を覚知し、それ
でもなお、解決に向けて目をそらさない、という
視点・姿勢を育んでいく必要があることを指摘し
た。
（3）　「使命感・変革志向」の重要性と、ソーシャ
ルワーカーの志向を育む省察への支援の必要性を
再確認した。この内面特性は、地域支援実践行動
に強い影響を与え、それら固有の実践行動が社会
資源の開発経験に影響していた。また、ソーシャ
ルワーカーの能力向上の契機である「能動的な学
びと実践」・「就労者としての努力」・「多様な経験
の実践への反映」は、「使命感・変革志向」の変化
に強く影響していた。この結果によれば、社会資
源の開発において、ソーシャルワーカーが有する
志向・信念等内面特性が、社会資源の開発という
実践に重要な機能を果たしている。この志向を育
む支援としては省察を深める演習や記録、物語る
ことが有効であり、多くの地域で実現可能な手法
により実施することが重要であることを指摘した。
（4）　社会資源を開発するソーシャルワーカーは、
共に取り組む仲間を増やし、機動力あるベースキャ
ンプをつくる、【築く力】を発揮していた。ベース

キャンプとは、ともに取り組む地域住民や関係者
からなる有機的な場であり、社会資源の開発に向
けて、前向きな判断がくだされ、高い機動性をもつ。
この場が、社会資源の開発までの道のりへの足が
かりとなり、多様な社会資源を産み出していくし
かけとして機能する。ベースキャンプをつくる方
法のひとつは、自身が所属する組織で、他の専門
職・職員とともに活動し、社会資源の開発の工程で、
前向きな判断が下され、やりがいや楽しさを感じ
られる体験を共有しながら、このような特徴を備
えるベースキャンプづくりを心がけていくことが
肝要である。また、所属組織以外では、自らが地
域で志を同じくする仲間を探し、つながっていく
こと、既存の組織にベースキャンプ機能を付加し
ていく場合には、リーダー的存在である地域住民
等が活動しやすくなるよう下支えをしたり、後ろ
向きの意見に対する調整を図るなどの役割を果た
したりすることによって、機動力のあるベースキャ
ンプづくりに貢献していくことができる旨を指摘
した。
（5）　ソーシャルワーカーへの質的分析の結果、
「『専門職としての自己』の着脱」という概念が見
いだされた。これは、実践で出会う場面、相手、
関係性に応じて自在になされるもので、これをな
し得ること自体が、対人関係の構築によって実践
の目的を果たしていくソーシャルワーカーに必要
な能力である。専門職の鎧を脱いだ「隣人性」と
「専門性」の往復は、専門職としての経験を重ねる
なかで、柔軟に、無意識のうちに繰り返されてい
るものであろうが、経験が浅い場合や地域住民や
関係者との信頼関係を構築するうえで工夫が必要
という場合には、このようなかかわり方を技能の
ひとつと捉えて意識的に行い、効果を振り返って
みることが有効なのではないかという指摘を行っ
た。また、本研究の質的分析の結果集約された「相
談への迅速な対応」、「人を洞察」、「人としてかか
わる」といったコンピテンシーは、ソーシャルワー
カーの実践のさなかに、例えば1日の業務の中でも
場面に応じて次々と発揮されていくわけだが、「『専
門職としての自己』の着脱」は、他のコンピテンシー
の発揮に移動する際の動力となり、各コンピテン
シーの発揮の効果を高めるという触媒機能を果た
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しているものと考察した。
（6）　社会資源の開発の過程では、ソーシャルワー
カーが地域住民の主体性を支えるのみならず、地
域住民もまた、ソーシャルワーカーの実践を支援
していた。このような相互の支援関係が生まれる
には、仲間として、専門職としての信頼関係の構
築が必須となる旨を考察した。
（7）本研究によって明らかになった、地域住民と
の連携・協働により社会資源を開発するソーシャ
ルワーカーの能力について、コンピテンシーとプ
ロフェッショナルコンピテンスの関係図を図2のと
おりまとめた。
（8）能力向上の契機について、「就労者としての努
力」が比較的強い影響を与えるという結果と、コ
ンピテンシーの変化は、所属組織の影響が大きい
との結果を照合し、所属組織の目的を理解し自ら
の役割を果たそうとすることが能力向上に資する
こと、職場における支援の重要性を指摘した。

4　本研究の限界と残された課題

本研究の限界として、第一に、インタビュー調
査の対象である地域住民について、ソーシャルワー
カーが連携・協働している地域住民の属性が網羅
できていたとは言い難いこと、第二に量的分析で
設定した「社会資源の開発経験」について、今回
設定した以外の要素の設定が求められていると解
釈されること、第三に、本研究では、ソーシャルワー
カーの能力に焦点をあてたが、社会資源の開発に
おいては、組織・業務量・地域の資源の状況等様々
な要因が影響するため、今後、その観点での研究
も必要となることをあげた。

図2　地域住民との連携・協働により社会資源を開発したソーシャルワーカーのプロフェッショナルコンピテンス統合図
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図図１１  地地域域住住民民とと連連携携・・協協働働ししてて社社会会資資源源をを開開発発ししたたソソーーシシャャルルワワーーカカーーののププロロフフェェッッシショョナナ

ルルココンンピピテテンンススモモデデルル〔〔共共分分散散構構造造分分析析のの結結果果とと範範囲囲のの設設定定〕〕（（NN＝＝440000  標標準準化化解解））  
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図図２２  地地域域住住民民ととのの連連携携・・協協働働にによよりり社社会会資資源源をを開開発発ししたたソソーーシシャャルルワワーーカカーーのの  

ププロロフフェェッッシショョナナルルココンンピピテテンンスス統統合合図図                        筆者作成  
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